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1953 年 2 月 1 日に NHK がテレビ放送を開始した。テレビ放送開始当初は，ニュー
スや野球・大相撲のスポーツ中継を生放送で行っていた。1960 年代に，テレビはニュ
ースと併せて，クイズ・ドラマといった娯楽番組を放送するようになった。そして，
1963 年 4 月に 2017 年現在も続く大河ドラマ放映が始まった。 
 1963 年当初，NHK が大河ドラマを企画・放映した目的は，映画に負けないテレビ
番組を作り，視聴者に番組を楽しんでもらうことであった。この結果，NHK の目論見




























































































































































































プに類型化している（図 1－1）。この類型は，大河ドラマ放映の 3 年前からの観光客
数を表し，放映前年を観光客数の基準（100）としている。この基準から，翌年の大河











  〔無関係型〕 





































































































































































」の資料を分析した。現地調査は 2015 年 9 月に，奥州市ロケ
推進室および歴史公園「えさし藤原の郷」に対して聞き取りを行い，大河ドラマ「炎
立つ」実行委員（1993 年当時）からは話を聞いた。  
「篤姫」（2008）の舞台地となった鹿児島県指宿市では，鹿児島県観光交流局からの
提供資料『大河ドラマ「篤姫」キャンペーン事業報告書』，指宿市観光協会から提供さ



























は，1963 年から 2013 年までの約 50 年間の変遷を分析するとともに，東日本大震災で
被災した福島県会津若松市の復興支援を目的とした大河ドラマの制作についても論じ
る。 




















第 10 章では，第 3 章から第 9 章を総観し，大河ドラマを活用した地域振興の共通点
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受信契約数は 866 件，白黒テレビは 1 台当り 175,000 円で販売されていた。当時の高
卒公務員の初任給平均が 5,400 円，第一勧業銀行の平均初任給 6,000 円であったこと
を鑑みると，白黒テレビは高価な家電製品であった 1)。その後，白黒テレビの販売価
格は量産にともない低下し，テレビ放送開始 5 年後の 1958（昭和 33）年には，半値
以下の 66,500 円になった。また，テレビの普及率は 10％を超えた（図 2－1）。 
白黒テレビ普及率上昇の契機は，吉見（2004）も指摘しているように，1959（昭和
34）年の皇太子（現：今上天皇）ご成婚である。同年，白黒テレビの普及率は前年の




図 2－1 テレビの価格推移と普及率（1952～1974 年） 
資料：戦後昭和史テレビの小売価格の推移，内閣府主要耐久消費財の普及率をもとに筆者作成  
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1965（昭和 40）年から 1970（昭和 45）年の 6 年間，白黒テレビの普及率は 90％を
上回った。その後はカラーテレビの登場にともない低下して，1973（昭和 48）年には
白黒テレビとカラーテレビの普及率が逆転した。1975（昭和 50）年に，カラーテレビ






 三矢（2014）によれば，1960 年のテレビ視聴時間は 56 分であった。白黒テレビの
普及率が 90％を上回った 1960 年代後半は，1 日 1 人当たりの自由行動時間 3)は 4 時
間程度であった 4)。そのうち，平日のテレビ平均視聴時間は，1 日あたり 2 時間 42 分
であり 5)，自由行動時間の 70％を占めていた。 
藤原・伊藤（2005）は，テレビの普及にともなうテレビ視聴と他の生活行動を同時
に行う「ながら視聴」の傾向が，テレビ視聴時間を増加させたと述べている。このこ
とは，1971（昭和 46）年に NHK 放送文化研究所が行った「テレビ視聴時間」の調査
結果でも証明されており，1 日 1 人当りの視聴時間は 3 時間 9 分であった。なお，1970
年代のテレビ平均視聴時間は 3 時間を超えていた。 
1980 年代になると，前半の一時期テレビの平均視聴時間が 3 時間を下回ったが， 1
日 1 人当りの自由行動時間の 75％を占めていた。また，80 年代後半の BS 放送や衛星
放送の開始は，視聴者の番組選択肢の増加をもたらした。 
1990 年代は，前半の CS 放送の開始により番組選択肢がさらに増加し，インターネ
ットや携帯電話など新たなメディアの普及により，若者を中心にテレビ離れが指摘さ
れるようになったが，テレビの平均視聴時間は 3 時間半近くになった。 
2000 年以降もテレビの平均視聴時間は 3 時間半を維持し，2015 年には 3 時間 41 分



















図 2－3 テレビの視聴時間推移（1989～2015 年） 
資料：『文献月報』，『放送研究と調査』をもとに筆者作成  



























写真 2－１ 1970 年代の茶の間（NHK 放送博物館内） 







第２節 NHK 大河ドラマの作品 
  
１．NHK 大河ドラマの始まり 
テレビが家庭に普及する前，国民の娯楽の 1 つは映画鑑賞であった。とくに 1950




















1963（昭和 38）年 4 月に，大型娯楽時代劇の名称で現在の大河ドラマ放映が開始し
た。第 1 作「花の生涯」は，井伊直弼の生涯を描いた作品であり，放映期間 9 ヵ月の




閤記」（1965）が放映された。この平均視聴率も 31.2％であった。続く第 4 作の「源
義経」（1966）は，義経を守る弁慶の立ち往生の場面が話題となり，年間平均視聴率は
前年を下回るものの 23.5％であった。 












































































































































































図 2－6 大河ドラマの視聴率の推移（1970～1979 年） 
資料：株式会社ビデオリサーチ社の関東地区視聴率調査をもとに筆者作成  
 
た赤穂浪士の討ち入りを描き，年間平均視聴率は前年並みの 24.7％であった。なお，  




8 作から 1976（昭和 54）年の第 14 作まで連続して年間平均視聴率 20％を上回った。 
しかし，国民皆兵制にもとづく近代的軍隊の創設を提唱した大村益次郎（1824～













率は再び回復して 25.9％を記録した。そして，源頼朝と北条政子を描いた第 17 作「草



























































間平均視聴率は 21.0％を示した。この作品は，パリ，東京，鹿児島など 7 ヵ所の広範
囲でロケが行われた。第 19 作「おんな太閤記」（1981）は，豊臣秀吉の正室ねねの生
涯を描いた大河ドラマ史上初めての女性を主人公とした作品である。その年間平均視





では，再び 31.2％の高視聴率を示した。  



























































前作を 10.1％上回る 29.3％の高視聴率を記録した。  





る春日局を描いた第 27 作「春日局」（1989）は，前 2 作と比べると年間平均視聴率は
低下したものの，32.4％であった。 






第 28 作「翔ぶが如く」（1990）は，明治維新に活躍した西郷隆盛と大久保利通の 2
人が主役であり，年間平均視聴率は前作よりも 10.2％低い 23.2％であった。第 29 作
「太平記」（1991）は，室町幕府の初代将軍足利尊氏の生涯を描き，年間平均視聴率は
やや回復し 26.0％を示した。この作品から番組終了後にふるさとコーナーを設け，舞
台地の名所・旧跡などの紹介を開始した 14)。そして，第 30 作「信長 KING OF ZIPANG」
（1992）では，ポルトガル宣教師ルイス・フロイスから見た戦国武将織田信長を描き， 
 





































1993 年放映の大河ドラマから，作品の企画・制作を NHK エンタープライズが行う
ようになった。第 31 作は沖縄県を舞台にした「琉球の風」（1993 前半）であり，初め
て放映期間を半年間に短縮した作品である。この作品は琉球王国第二尚氏時代（1469
年～1609 年頃）を取り上げ，平均視聴率は前作より 10.5％低い 14.1％であった。こ
の作品で，大河ドラマは初めて平均視聴率 15％を下回った。これは沖縄県の歴史や主
人公が視聴者に広く認知されていなかったことが要因として考えられる。  
第 32 作「炎立つ」（1993 後半）は，奥州藤原氏の始祖藤原経清と清衡・基衡・秀衡・
泰衡（1040 頃～1189 年）を題材とした作品である。大河ドラマで最も長い 140 年間
を取り上げて，前作より 3％ほど高い平均視聴率 17.7％を示した。第 33 作「花の乱」
（1994）は，応仁の乱の 10 年間を題材に 8 代将軍足利義政と妻の日野富子の人生を
描いた作品であり，平均視聴率は再び 15％を下回る 14.1％であった。  
第 34 作「八代将軍吉宗」（1995）から大河ドラマは 1 年間の放映期間に戻った。こ
の作品は，享保の改革を実行した徳川吉宗の生涯を描き，年間平均視聴率は前作より
















描き，年間平均視聴率は前年と同じ 18.5％を示した。第 41 作「利家とまつ～加賀百万
石物語～」（2002）は，加賀藩主前田利家と妻のまつの夫婦愛を描き，年間平均視聴率
は前年より 3.6％高い 22.1％であった。 
NHK テレビ放送開始 50 周年の 2003 年は，第 42 作目「武蔵 MUSASHI」であった。
これまで宮本武蔵の物語は，佐々木小次郎との巌流島の戦いまでを取り上げることが
多かったが，この作品は宮本武蔵が巌流島の戦い後，『五輪の書』を著作するまでの物
語である。年間平均視聴率は前作より 5％低下して 16.7％であった。  
第 43 作「新選組！」（2004）は，新選組局長近藤勇の人生において重要であった 1
日を 45 分間の 1 話で表現し，49 話放映した。また，アイドル歌手や若手俳優を起用
し，年間平均視聴率は前作よりやや高い 17.4％を示した。第 44 作「義経」（2005）は，  
25 
 
図 2－9 大河ドラマの視聴率の推移（2000～2009 年） 
資料：株式会社ビデオリサーチ社の関東地区視聴率調査をもとに筆者作成  
 
第 5 作「源義経」（1966）以降，39 年ぶりに源義経が主人公に取り上げられ，前年よ
りやや高めの年間平均視聴率 19.5％を示した。第 45 作「功名が辻」（2006）は，土佐
藩主山内一豊と妻の千代の生涯を描き，一豊が藩主になるまでの夫婦愛の物語である。
この作品も前年よりやや高めの年間平均視聴率 20.9％であった。第 46 作「風林火山」
（2007）は，武田家家臣の山本勘助を主人公とした川中島の戦いを描いた作品であり，





聴率 20％を超える 21.2％であった。 
2000～2009 年に放映された大河ドラマのうち，4 作品が年間平均視聴率 20％を上









































































目した作品であり，年間平均視聴率は前作よりやや低い 17.7％であった。第 51 作「平
清盛」（2012）は，第 10 作「新・平家物語」（1972）以来，40 年ぶりに平清盛を主人
公にした作品であったが，年間平均視聴率は過去最低の 12.0％を示した。この年は，
SNS の twitter 上で，視聴率の低さを裏付けるような好ましくない話題が多く取り上







































































 1963年から 2016年までの大河ドラマ 55作品の年間平均視聴率を示すと，表 2－1，
2－2 のとおりである。年間平均視聴率が最も高かった作品は「独眼竜政宗」（1987）
の 39.7％，最も低かった作品は「平清盛」（2012）と「花燃ゆ」（2015）の 12.0％で 
 
表 2－1 大河ドラマの作品別年間平均視聴率（１） 
回 放映年 作品名 作／原作 主役 
平均視聴率
（％） 
1 1963（昭和 38） 花の生涯 船橋聖一  井伊直弼 20.2 
2 1964（昭和 39） 赤穂浪士 大佛次郎 大石内蔵助  31.9 
3 1965（昭和 40） 太閤記 吉川英治  豊臣秀吉 31.2 
4 1966（昭和 41） 源義経 村上元三  源義経 23.5 
5 1967（昭和 42） 三姉妹 大佛次郎 おむら 19.1 
6 1968（昭和 43） 竜馬がゆく  司馬遼太郎  坂本竜馬 14.5 
7 1969（昭和 44） 天と地と 海音寺潮五郎  長尾景虎＝謙信  25.0 
8 1970（昭和 45） 樅の木は残った  山本周五郎  原田甲斐 21.0 
9 1971（昭和 46） 春の坂道 山岡荘八  柳生但馬守宗矩  21.7 
10 1972（昭和 47） 新・平家物語  吉川英治  平清盛 21.4 
11 1973（昭和 48） 国盗り物語  司馬遼太郎  斎藤道三 22.4 
12 1974（昭和 49） 勝海舟 下母沢寛  勝麟太郎＝海舟  24.2 
13 1975（昭和 50） 元禄太平記  南条範夫  柳沢吉保 24.7 
14 1976（昭和 51） 風と雲と虹と  海音寺潮五郎  平将門 24.0 




16 1978（昭和 53） 黄金の日日  城山三郎  呂宋助左衛門  25.9 




18 1980（昭和 55） 獅子の時代  山田太一  平沼銑治 21.0 
19 1981（昭和 56） おんな太閤記  橋田寿賀子  ねね＝北政所  31.8 
20 1982（昭和 57） 峠の群像 堺屋太一  大石内蔵助  23.7 
21 1983（昭和 58） 徳川家康 山岡荘八  徳川家康 31.2 
22 1984（昭和 59） 山河燃ゆ 山崎豊子  天羽賢治 21.1 
23 1985（昭和 60） 春の波濤 杉本苑子  川上貞奴 18.2 
24 1986（昭和 61） いのち 橋田寿賀子  高原未希 29.3 
25 1987（昭和 62） 独眼竜政宗  山岡荘八  伊達政宗 39.7 
26 1988（昭和 63） 武田信玄 新田次郎  武田信玄 39.2 
27 1989（平成元） 春日局 橋田寿賀子  春日局 33.1 
28 
 
表 2－2  大河ドラマの作品別年間平均視聴率（２） 
回 放映年 作品名 作／原作 主役 
平均視聴率
（％） 
28 1990（平成 2） 翔ぶが如く  司馬遼太郎  西郷隆盛 23.2 
29 1991（平成 3） 太平記 吉川英治  足利尊氏 26.0 
30 1992（平成 4） 
信長 
King of Zipangu 
田向正健  織田信長 24.6 
31 1993（平成 5） 琉球の嵐 陳舜臣 啓泰 17.7 




33 1994（平成 6） 花の乱 市川森一  日野富子 14.1 
34 1995（平成 7） 八代将軍 吉宗 ジェームス三木  徳川吉宗 26.4 
35 1996（平成 8） 秀吉 堺屋太一  豊臣秀吉 30.5 
36 1997（平成 9） 毛利元就 永井路子  毛利元就 23.4 
37 1998（平成 10） 徳川慶喜 司馬遼太郎  徳川慶喜 21.1 
38 1999（平成 11） 元禄繚乱 船橋聖一  大石内蔵助  20.2 




40 2001（平成 13） 北条時宗 高橋克彦  北条時宗 18.5 
41 2002（平成 14） 
利家とまつ  
～加賀百万石物語～  
竹山洋 前田利家／まつ  22.1 
42 2003（平成 15） 武蔵 MUSASHI 吉川英治  宮本武蔵 16.7 
43 2004（平成 16） 新選組！ 三谷幸喜  近藤勇 17.4 
44 2005（平成 17） 義経 宮尾登美子  源義経 19.5 
45 2006（平成 18） 功名が辻 司馬遼太郎  千代／山内一豊  20.9 
46 2007（平成 19） 風林火山 井上靖 山本勘助 18.7 
47 2008（平成 20） 篤姫 宮尾登美子  天璋院篤姫  24.5 
48 2009（平成 21） 天地人 火坂雅志  直江兼継 21.2 
49 2010（平成 22） 龍馬伝 福田靖（脚本）  坂本龍馬 18.7 
50 2011（平成 23） 
江 
～姫たちの戦国～  
田渕久美子  浅井江 17.7 
51 2012（平成 24） 平清盛 藤本有紀  平清盛 12.0 
52 2013（平成 25） 八重の桜 山本むつみ  山本／新島八重  14.6 
53 2014（平成 26） 軍師官兵衛  前川洋一  山本官兵衛  15.8 




55 2016（平成 28） 真田丸 三谷幸喜  真田幸村 16.6 








内閣府は，1978（昭和 53）年から一般家庭を対象に VTR 普及率調査を開始した（図
2－11）。VTR の普及率は 1978 年に 1.3％であったが，10 年後の 1988 年には普及率
53.3％を示し，普及率調査終了年の 2004 年は，普及率 82.6％に達した。なお，2011
年 7 月 24 日のアナログ放送終了まで，VTR が利用可能であった。 
2005 年に内閣府は，光ディスク・プレーヤーの普及率調査を開始した（図 2－12）。




ず，大河ドラマを録画で視聴する人が増えたことも視聴率低下の要因の 1 つである。 
 
②大河ドラマ放映時間の分散 
 大河ドラマ開始当初，放映は日曜日 20 時だけであった。第 2 作「赤穂浪士」（1964）
から再放映が土曜日の午後開始され，大河ドラマは週 2 度視聴できるようになった。 













図 2－11 VTR 普及率の推移（1978～2004 年） 
 資料：「消費者動向調査（全国月次）2004 年 3 月」内閣府経済社会総合研究所景気統計部  
をもとに筆者作成 
図 2－12 一般家庭における光ディスク・プレーヤー等普及率の推移 



































図 2－13 携帯電話・パソコン・タブレット型端末の普及率の推移 
     資料：「消費者動向調査（全国月次）2016 年 3 月」内閣府経済社会総合研究所景気統計部  
をもとに筆者作成  
注：携帯電話にはスマートフォンも含まれる。 
写真 2－2 携帯・パソコン・タブレット型端末 
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で京都府の 16 回，愛知県 10 回の順となっている。一方で，大河ドラマの舞台地にな
っていない都道府県 17)は，2016 年現在で秋田県，群馬県，埼玉県，富山県，三重県，
奈良県，鳥取県，島根県，岡山県，香川県，愛媛県，徳島県，佐賀県，大分県，宮崎




図 2－14 都道府県別 NHK 大河ドラマの舞台地数（1963～2016 年） 
資料：『NHK 大河ドラマ大全』，NHK ONLINE をもとに筆者作成  
カラー放映 
（1969 年以降）  
白黒放映 









表 2－3 NHK 大河ドラマの舞台地一覧（1963～2016 年）（１） 
都道府県 舞台地 放映年 放映回数 
北海道 北海道 1980 1 
青森県 青森 1986 1 





山形県 米沢 1987，2009 2 
福島県 会津 1970，2013 2 
茨城県 水戸 1998 1 
栃木県 足利 1991 1 







神奈川県 鎌倉 1966，1979，1991，2001，2005 5 
新潟県 新潟 1969，2009 2 
石川県 金沢 2002 1 
山梨県 甲府 1970，1988，2007 3 






















奈良県 柳生 1971 1 
和歌山県 紀州 1995 1 





表 2－3 NHK 大河ドラマ舞台地一覧（1963～2016 年）（２） 




























高知県 高知 1968，2006，2010 3 
福岡県 博多 2001，2014 2 
長崎県 長崎 2010 1 
熊本県 熊本 1990，2003 2 
鹿児島県 鹿児島 1980，1990，2008 3 











２．NHK 大河ドラマと世相  
 NHK 大河ドラマは日本経済の景気や社会情勢を反映して変化してきた。表 2－4 は，
大河ドラマと当時の景気，主な観光面の出来事をまとめたものである。 
 





1963（昭和 38） 花の生涯 20.2  観光基本法制定 




1965（昭和 40） 太閤記 31.2  名神高速道路全通  
1966（昭和 41） 源義経 23.5  東アジア観光協会（EATA）設立  
1967（昭和 42） 三姉妹 19.1  国際観光年  
1968（昭和 43） 竜馬がゆく 14.5  文化庁設置  





 日本万国博覧会開催，  
ディスカバージャパンキャンペー
ン  
1971（昭和 46） 春の坂道 21.7  旅行業法施行令  
1972（昭和 47） 新・平家物語 21.4 
 山陽新幹線（新大阪～岡山）開業，
沖縄返還，札幌オリンピック開催  
1973（昭和 48） 国盗り物語 22.4  振替休日制度実施  
1974（昭和 49） 勝 海舟 24.2    
1975（昭和 50） 元禄太平記 24.7 
 山陽新幹線（岡山～博多）開業  
沖縄国際海洋博覧会開催  
1976（昭和 51） 風と雲と虹と 24.0   
1977（昭和 52） 花 神 19.0   
1978（昭和 53） 黄金の日々 25.9 
 新東京国際空港（成田空港）開港，
世界観光機関（WTO）加盟  
1979（昭和 54） 草燃える 26.3    
1980（昭和 55） 獅子の時代 21.0    
1981（昭和 56） おんな太閤記 31.8   
1982（昭和 57） 峠の群像 23.7 
 東北新幹線（大宮～盛岡）開業，  
上越新幹線（大宮～新潟）開業  
1983（昭和 58） 徳川家康 31.2  東京ディズニーランド開業  
1984（昭和 59） 山河燃ゆ 21.1    
1985（昭和 60） 春の波濤 18.2 





























1986（昭和 61） いのち  29.3 
 
 
1987（昭和 62） 独眼竜政宗 39.7   日本国有鉄道分割民営化  
1988（昭和 63） 武田信玄 39.2   青函トンネル開通，神戸大橋開通  
1989（平成元） 春日局 33.1    
1990（平成 2） 飛ぶが如く 23.2   国際花と緑の博覧会開催  
1991（平成 3） 太平記 26.0 




King of Zipangu 
24.6 








  新国際観光ホテル整備法施行 







1996（平成 8） 秀 吉 30.5  改正旅行業法施行 








1999（平成 11） 元禄繚乱 20.2   西瀬戸自動車道開通 
2000（平成 12） 葵 徳川三代 18.5   「全国広域観光振興事業」開始 








2003（平成 15） 武蔵 MUSASHI 16.7 
  沖縄都市モノレール「ゆいれーる」
開業 
2004（平成 16） 新撰組！ 17.4 
  九州新幹線「つばめ」新八代～鹿
児島中央駅開業 
















2007（平成 19） 風林火山 18.7   観光立国推進基本法施行 
2008（平成 20） 篤 姫 24.5   観光庁発足 
2009（平成 21） 天地人 21.2     






  九州新幹線全線開業 
2012（平成 24） 平清盛 12.0   
2013（平成 25） 八重の桜 14.6   
2014（平成 26） 軍師官兵衛 15.8   
2015（平成 27） 花燃ゆ 12.0  北陸新幹線開業 
2016（平成 28） 真田丸 16.6   
資料：「南英世の政治・経済学講義ノート 第 4 章 戦後日本経済論」，『NHK 大河ドラマ大全』，『2009
























































けとなった。2010 年には年間約 600 万人が訪れている川越市は，大河ドラマ放映以前
は，積極的に観光客誘致に取り組むことがなかった。しかし，大河ドラマ「春日局」




契機に創作された「川越春まつり」は，2017 年現在も続いている 29)。 
「太平記」（1991）の舞台となった足利市は，オープンセットが取り壊されてから，
「太平記」の効果が継続するように，大河ドラマ放映後 1 年が経過した 1993 年に「太
39 
 




1993 年 1～6 月放映の「琉球の風」では，大河ドラマのセットを一時的なものにせ
ず，地元民間企業が協力をして，撮影後にも利用できる本格的なテーマパークである
スタジオパーク琉球の風を建設した。このテーマパークが開園された当初は，大河ド
ラマ放映の影響もあり観光客が訪れたが，1994 年から減少しはじめ 1998 年 4 月に経


















和歌山市は，「八代将軍 吉宗」（1995）放映に際し，1994 年から観光客数が 200
万人増加した（1993 年の 502 万人から 1994 年は 710 万人となった）。これは，1994
年に開催された「国際リゾート博覧会」が影響していると考えられる。また，1995 年
には和歌山マリーナシティに「吉宗館」が設置され，同年 2 月から 12 月まで「八代将
軍吉宗展」を開催し，放映前年よりも 20 万人多い 729 万人を集客した。和歌山城には
毎月 4 万人を超える観光客が訪れた。しかし，大河ドラマ放映後の和歌山城には，観





大通寺，市立長浜城歴史博物館の 3 施設を利用した「北近江秀吉博覧会」（1996 年 4






「毛利元就」（1997）が放映された際，広島県では 1997 年 3 月から 12 月まで「毛
利元就博」を広島城跡で開催した。博覧会開催当初，70 万人の来場を見込んでいたが，
約 63 万人の集客という結果となった。しかし，博覧会以外にも，吉田町の「元就村」
（開催期間：422 日間）には約 50 万人，関連イベントに約 85 万人が訪れ，同年の広
島県の経済効果は 547 億円となった。広島市の宿泊者数を見ると，何も催しごとがな


















することができたが，放映後は 150～160 万人に減少した 38)。 
 2000 年代に入り，最初に大河ドラマに取り上げられた「葵 徳川三代」（2000）は，
東京都，愛知県，岐阜県関ケ原が舞台地となった。大河ドラマの放映年は，関ヶ原の
合戦から 400 年ということもあり「関ヶ原合戦 400 年祭」が催された。そして，大河







数は増加した。鎌倉市に最も観光客が訪れた 1992 年は 2,275 万人であった。同市の観
光客数は，1992 年以降減少傾向となっていたが，2001 年に大河ドラマが放映された
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（昭和 35）年 1 月に東八代郡石和町（現：笛吹市）で，掘削により温泉が湧出したこ
とを契機に，石和町の石和駅（現：石和温泉駅）周辺に旅館やホテルが建てられ，温
泉地として整備された 8)。 
1958（昭和 33）年に国道 20 号（甲州街道）の新笹子トンネル（全長 2,953m）が開
通したことで，甲府－東京間の移動が 5 時間 20 分から 1 時間 40 分短縮され，3 時間




である 1963 年度には 1,102 万人となり，7 年間で観光客数が 1.5 倍に増加した。  
1964（昭和 39）年 4 月に，県営富士山有料道路（富士スバルライン）が開通し，河
口湖畔から富士 5 合目の標高 2,340m まで自動車で行くことが可能になった。1967（昭
和 42）年には，新御坂トンネル（全長 2,778m）が開通し，県庁所在地の甲府市と富
士吉田市間の時間距離が短縮された。同年の山梨県の観光客数は，前年の 1,431 万人
を 189 万人上回る 1,602 万人を数え，1968（昭和 43）年以降も増加傾向を示した（図
3－3）。 
さらに，1969（昭和 44）年に，中央自動車道富士吉田線の河口湖 IC と相模湖 IC
区間の開通に伴い，甲府－東京間の所要時間がこれまでの 2 時間 46 分から 1 時間 12
分短縮の 1 時間 34 分，甲府－名古屋間の所要時間が 6 時間 42 分から 3 時間 13 分短
縮の 3 時間 29 分となった 10)。同年 1 月から大河ドラマ「天と地と」の放映が開始さ
れ，この年の観光客数は前年比 361 万人増加の 2,085 万人となった。  
翌 1970（昭和 45）年には，国鉄中央本線新宿－甲府間の全線複線化により時間短
縮となった。続く 1971（昭和 46）年の甲府バイパス完成と河口湖大橋の開通，1973
（昭和 48）年の甲府精進湖有料道路（現：国道 358 号）の開通などにより，山梨県の
交通網が整備された 11)。 
このように，山梨県の交通網整備に伴って観光客は増加し，1964（昭和 39）年の









図 3－2 山梨県の観光客数の推移と交通網の整備（1956～1963 年度） 
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および『山梨県観光統計年鑑昭和 38 年度版』をもとに筆者作成  
   注：1956～1963 年度の統計は年度単位であり，車の台数を観光客数に換算した観光客入込流量  
調査方式を採用している。 
図 3－3 山梨県の観光客数の推移と交通網の整備（1966～1974 年）  
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および山梨県統計データバンクをもとに筆者作成  



































































































































ことで 12)，翌 1978（昭和 53）年に観光客が 165 万人増加の 2,986 万人を数えた（図
3－4）。さらに，1979（昭和 54）年には，赤石山脈北部を横断する南アルプススーパ
ー林道が完成し，年間観光客数が 3,000 万人を突破した。1981（昭和 56）年は中央自
動車道甲府以西，および甲府北バイパスの完成，翌 1982 年には勝沼 IC－甲府昭和 IC
間が完成し，これにより中央自動車道が全線開通した 13)。 
観光客数は，安定経済成長に移行した 1975 年は 2,729 万人であるが，1984（昭和





1985（昭和 60）年以降，山梨県を訪れる観光客数は 3,400 万人を上回った（図 3－
5）。そして，大河ドラマ「武田信玄」（1988）の放映年には，過去最高の 3,920 万人を
数えた。しかし，翌 1989 年に観光客数は 285 万人減少し 3,635 万人となり，その後
は 1991 年までほぼ横ばいの数値を示した。観光客数は，1985 年の 3,452 万人からバ






図 3－4 山梨県の観光客数の推移と交通網の整備（1975～1984 年） 
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および山梨県統計データバンクをもとに筆者作成 



















































































図 3－5 山梨県の観光客数の推移（1985～1991 年） 
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および山梨県統計データバンクをもとに筆者作成  
   注：統計方法は車の台数を観光客数に換算した観光客入込流量調査方式を採用している。  
 
図 3－6 山梨県の観光客数の推移（1982～1998 年） 
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および山梨県統計データバンクをもとに筆者作成  
     注：統計方法は車の台数を観光客数に換算した観光客入込流量調査方式を採用している。  
      １台の乗車人員は路線バス 40.0 人，その他の乗り合い 50.0 人，乗用車 3.5 人，軽乗用  





















































客数は，1992 年に 3,660 万人，翌 1993 年は 3,499 万人と統計開始以降，初めて 2 年
連続の減少を示した（図 3－6）。  
1994 年に山梨県では富士山有料道路の沿道の自然保護を目的として，夏の一定期間













山梨県の観光客数は，既述のとおり 1956 年の統計調査開始から 1998 年まで，車の
台数を観光客数に換算する観光入込流量調査を採用していた。翌 1999～2009 年は，
高速道路・県営有料道路利用台数，警察本部発表山系登山者数，入湯税，観光・宿泊
施設等の利用者数を用いることにした。このため，1998 年以前と 1999 年以降の観光
客数に継続性はない。  
図 3－7 山梨県の観光客数の推移（1999～2009 年） 
資料：『山梨県の歴史（県史 19）』および「山梨県観光客動態調査結果」をもとに筆者作成  














































 山梨県には，上記の統計方法変更直後の 1999 年に 3,403 万人の観光客が訪れた（図
3－7）。翌 2000年以降も観光客は増加傾向を示し，2002年には 4,000万人を上回った。
2006 年に，山梨県の中央自動車道西宮線から静岡県の東名高速道路を結ぶ中部横断自
動車道の一部である双葉 JCT－増穂 IC が開通したこともあり，過去最高 4,404 万人の
観光客が訪れた。翌 2007 年に大河ドラマ「風林火山」が放映され，前年比 424 万人
増加の 4,828 万人の観光客を数えた。その後の 2008 年と 2009 年は減少したが，1999










山梨県では，1956（昭和 31）年 4 月に開始された観光事業振興 5 ヵ年計画の中に，

















写真を撮りに訪れていた 18)。そして，同年 4 月に開催された甲府信玄祭りは，例年に
ない盛り上がりをみせた 19)と記されている。さらに，国鉄が大河ドラマの名を冠した
「天と地とめぐり」ツアーを催し 20)，この年の山梨県の観光客数は，前年比 1.21 の
2,084 万人となった。地域別の増加率でみると，富士山と五湖 1.29 倍が最も高く，峡
東果実温泉 1.18 倍，金峰山系秩父多摩 1.15 倍，そして武田信玄関連の史跡が残って





図 3－9 山梨県区域別観光客数の推移（1967～1971 年） 
資料：「山梨県統計データバンク」をもとに筆者作成  









1967年 1968年 1969年 1970年 1971年 
富士山と五湖 金峰山系秩父多摩 南アルプス 峡東果実温泉郷 
八ヶ岳とその周辺 見延山・下部温泉 甲府・湯村温泉 その他観光地 
（万人） 
 
















写真 3－1 武田信玄像建立 












さらに，1969 年 4 月 11 日～23 日まで朝日新聞社主催の「天と地と」展が東急百貨日








りに改名した。従来の甲府信玄祭りは，4 月 12 日の 1 日開催であったが，新しく始ま
った信玄公祭りは宿泊客の誘致を目的に，開催期間を 4 月 11・12 日の 2 日間とした。
行政は，信玄公祭り開催に際し，信玄公祭り特別委員会を設置した。そして祭り開催
にあたり行政だけでなく 24 の企業・団体から資金提供を受けた 24)。 
信玄公祭り特別委員会は，祭りを盛り上げるため祭り当日の夜間に武田信玄の出陣
風景の再現を試みようとした。そのための準備として，平和通りの甲府駅前～甲府市
役所：県道約 500m，甲府市役所～甲府地方裁判所：国道 20 号（現：国道 52 号）約






費用約 4,000 万円が巨額であることに対しても批判的な意見が述べられた 27)。 
このように，祭り開催前には市民や建設省の批判的な意見もみられたが，2 日間の信
玄公祭りの観光客数は 20 万人，経済効果は 2 億円と推計された。また，塩山市の恵林


























4 月に小淵沢町長が NHK を訪問し，ロケ地誘致の陳情を行った。5 月に山梨県が市
町村や観光協会の協力を得て，県内各地で武田信玄に関連する教養講座の開催を決定
した 31)。この教養講座は，開催各市町村で開始時期が異なる。7 月には，県内各地で  
 
表 3－1 「武田信玄」に関連した主な活動（1987 年） 
時期 山梨県内の活動 小淵沢町の活動  
4 月 











































桃源美術館では，企画展「名将武田信玄公展」（1987 年 9 月 26 日～1988 年 9 月 30
日）が開催された 36)。小淵沢町篠原にロケセット躑躅ヶ崎の館が完成し，10 月から県
内で初めて同町で大河ドラマの撮影が始まった。このロケセットの建設費用は総額
4,500 万円であり，この費用を小淵沢町が負担した。このセットを NHK が 1,500 万円
で借り上げた。ロケセットは，10,000 ㎡の敷地に 4,000 ㎡を占める武田館を建設し，
その中に大手門，番所，見張りやぐら，馬小屋，主殿を原寸と同じ大きさで再現した。
ロケセットの入場は無料で，平日には 300～500 人，土日は 2,000 人を超える観光客
が訪れた 37)。撮影期間は，1987 年 10 月～翌年 10 月までであり，ロケセットの公開  
図 3－10 山梨県区域別観光客数の推移（1986～1990 年） 
資料：「山梨県統計データバンク」をもとに筆者作成  







1986 1987 1988 1989 1990 
富士山と五湖 金峰山系秩父多摩 南アルプス 峡東果実温泉郷 






写真 3－3 小淵沢町に建てられたロケ地「躑躅が崎の館」 




写真 3－4 大河ドラマ放映中に小淵沢町を訪れた観光客の様子 







ロケ地となった小淵沢町が含まれる八ヶ岳とその周辺の観光地は，1986 年の 359 万人













大河ドラマ「武田信玄」は，1988 年 1 月 10 日～12 月 18 日まで放映された。年間









4 月に甲府市では恒例の「信玄公祭り」が開催され，観光客は前年 1987 年の 20 万
人を 4 万人上回る 24 万人となった。そのうち県外観光客は 8 万人と推計され，遠方の
北海道や九州からも来訪した 43)。 
さらに，甲府市の宿泊施設で「信玄定食」や「勝頼定食」が提供され，商店街では
風林火山の旗を飾り 44)，観光客の受け入れにつとめた。そして，7 月に北都留郡丹波  
山村で，武田信玄の名を冠した武田信玄隠し金山祭りが開かれた 45)。 
「武田信玄」（1988）放映年の観光客の前年比は，ロケ地であった小淵沢町が含まれ
る八ヶ岳とその周辺が 1.38 倍で最も高く，放映前の 1987 年の 372 万人から放映年に
は 515 万人に増加し，小淵沢町だけで 200 万人の観光客が訪れたとされている 46)。次
いで武田信玄関連の史跡が多い甲府・湯村温泉が，放映前年の 177 万人から 1.3 倍の
231 万人に増加し，峡東果実温泉郷が 445 万人から 1.28 倍の 517 万人に増加した。そ
して，金峰山系秩父多摩が 584 万人から 1.08 倍の 636 万人，身延山・下部温泉が 218
万人から 1.07 倍の 235 万人の増加と続いた。一方，南アルプスは 0.99 倍，富士山と












図 3－11 「武田信玄」（1988）放映を契機に観光振興を行った主な地域 
資料：「朝日新聞」，「山梨日日新聞」をもとに筆者作成 





































れている 49)。  
 
（3）放映後 












2005 年 9 月 5 日に，2007 年放映の大河ドラマが山梨県と長野県を舞台とする「風
林火山」に決定した 54)。放映決定後，山梨県各地では，大河ドラマを観光活用する取
り組みが行われるようになった（表 3－2）。 
2006 年 3 月から山梨県立博物館で「よみがえる信玄の世界」展（2006 年 3 月 28 日
～5 月 14 日）が催され，武田氏関連の絵図や武具，文書など約 130 点が展示された。
この展示品には，武田晴信画像や武田信玄画像，武田信玄と上杉謙信の戦いを描いた
川中島合戦図屏風が含まれていた 55)。4 月には，株式会社丸政が「風林火山」の名を





民情報プラザ地下 1 階に，大河ドラマの撮影に使われた衣装や道具の展示，川中島の 
64 
 
表 3－2 「風林火山」に関連した主な活動（2006 年） 






・山梨県行政が大河ドラマに関連した観光振興事業費 1 億 1000 万円の予算
を計上。 
3 月 
・山梨県立博物館で「よみがえる武田信玄の世界」展（2006 年 3 月 28 日
～5 月 14 日）を開催。 
4 月 ・「風林火山」弁当の販売が再開。  




7 月 ・北杜市でロケセット「北杜風林火山館」の建設が決定。  
8 月 ・北杜市のロケセット完成。  







7 月に北杜市長坂町小荒間に，ロケセット「北杜風林火山館」を 1 億 7700 万円の費
用で建設することが決まり，翌 8 月末に完成して 9 月 7 日に公開された 59) 。そして，
ロケセットの開館期間は 5 年間と定めて誘客を試みた 60)。 
山梨県行政は広報活動の一環として，観光情報誌『富士の国やまなしイベントブッ
ク』を作成し，JR 東日本や JR 東海，高速道路の SA などに配布した。また，ポスタ





大河ドラマ「風林火山」は，2007 年 1 月 7 日～12 月 16 日まで放映され，年間平均
視聴率は 18.7％であった。主人公の山本勘助を俳優の内野聖洋が，武田晴信（信玄）
を歌舞伎役者の市川亀治郎（現：市川猿之助）が演じた 62)。 
大河ドラマ放映に伴い，山梨県は 1 月 20 日から甲府市の山梨県民情報プラザで「風
林火山博」を開始した。博覧会開始から 11 日目には，同博の入場者数が 1 万人を超え
た 63)。しかし，同博を訪れた観光客からは，博覧会は楽しめたが甲府市の印象が薄い  
65 
 
図 3－12 山梨県の観光区域（1999 年～現在） 
「山梨県観光入込客数調査」をもとに筆者作成 
 
図 3－13 山梨県区域別観光客数の推移（2005～2009 年） 
資料：「山梨県統計データバンク」をもとに筆者作成  









2005 2006 2007 2008 2009 
















林火山号」の期間限定バス路線を設定した（2007 年 3 月 17 日～11 月 26 日運行）64)。
巡回先には武田信玄ゆかりの武田神社や恵林寺の名所がある。  
そして，4 月に山梨県立博物館において「風林火山」特別展「信玄・謙信，そして伝
説の軍師」（2007 年 4 月 6 日～5 月 20 日）が開催された。また，甲府市中心街では観
光客を誘うための「甲府中央商店街 MAP ぶらり街歩き！」が発行された 65)。さらに，
毎年 4 月に開催されている信玄公祭りに，大河ドラマ出演者の内野聖陽と市川亀治郎
が招かれた。このような誘客の取り組みにより，信玄公祭りの 2007 年の観光客数は，
前年の観光客 65,000 人から 42,000 人増の 107,000 人となった。 










が最も多く，前年比 1.47 倍の 2,063 万人であった。これに次ぐのが，大菩薩峠・恵林
寺を含む峡東圏域の 1,180 万人（1.10 倍）である。以下，八ヶ岳や北杜市を含む峡北
圏域が 1,095 万人（1.08 倍），身延山を含む峡南圏域が 3,972 万人（1.05 倍），富士山
5 合目や大月市などを含む富士北麓・東部圏域が 2,470 万人（1.05 倍）である。 
甲府市観光協会のボランティアガイドの話によると，「風林火山」放映年の 2007 年








については，前年の 2,063 万人を下回ったが，山梨県行政が JR と提携してデスティネ
ーションキャンペーン（2008 年 4～6 月）を実施したことで，観光客の大幅な減少を
抑えることができ，放映前よりも 440 万人多い 1,846 万人を数えた。  
また，北杜市のロケセット「北杜風林火山館」は，観光客減少に伴い 2008 年 11 月



































































不明 有 無 


















山梨県では，1956 年に観光事業振興 5 ヵ年計画を立て，戦国武将武田信玄の観光活










そして，3 作品目となる 2007 年の「風林火山」においては，大河ドラマ放映の前年
と当年に限定した観光活用であり，それは利用者減少による経営不振の甲府市中心商
店街の活性化を意図した観光客誘致の新たな取り組みであった。 
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へのアンケート調査である。聞き取り調査は，2010 年 9 月，2011 年 2 月，6 月，9 月
に行った。具体的には，2 つの大河ドラマ放映時の地域住民の反応，放映時の観光客の







































写真 4－1 山内一豊の騎馬像 





写真 4－2 土佐二十四万石博の状況 
（2006 年 4 月 29 日 宮本晋之教諭撮影） 
 
 
写真 4－3 「二十四万石博」の大型連休中に高知城を訪れた観光客 






土佐二十四万石博は，2006 年 4 月 1 日から 2007 年 1 月 8 日まで高知城に設置した
パビリオン大河ドラマ館を中心として，高知城懐徳館，高知県立文学館の 3 館で開催
された 9)。 
同博覧会開催当初，大河ドラマ館の入館者数を 40 万人と見込んでいたが，6 月には
目標入館者数を 32 万人に下方修正を行った。また，博覧会開催期間中には，地域住民
から山内家を中心とした博覧会に対する抗議もあった 10)。 
 最終的に博覧会開催期間中の 9 カ月間で，大河ドラマ館の入館者数は 26 万人となっ
た。これは，行政が 6 月に示した目標入館者数を 6 万人下回った 11)。 
 
（4）土佐二十四万石博の効果 
この博覧会開催によって 2006 年の高知県の経済波及効果は，約 107 億 8500 万円と
なった。内訳は，直接効果「土佐二十四万石博」による高知県内直接支出額 69 億 9900
















成し，翌 1862 年には土佐藩を脱藩した。脱藩後，1865 年に商社の亀山社中の設立や，
翌 1866 年の薩長同盟に尽力した。坂本龍馬が起案した「船中八策」は，土佐藩主山内
容堂によって幕府に建白され，1867 年 10 月 15 日に大政奉還が行われた。しかし，坂
本龍馬は同年 11 月に京都近江屋で刺客に襲われ死亡した（松浦 2008）。 
 
（2）「龍馬伝」放映前 









写真 4－4 高知県情報発信館「とさてらす」の外観 




写真 4－5 「とさてらす」に並ぶ観光客 























も運営されている。大河ドラマ放映後の 2011 年 3 月から「志国高知龍馬ふるさと博」





































写真 4－6 県民から批判を受けたプラスチック像 





















 「功名が辻」が放映された 2006 年の高知県の観光客数は 322 万人であった。放映
前の 2004 年と 2005 年の観光客数が各々307 万人であったことから，「功名が辻」放
映時には，県全体の観光客数が 15 万人増加していることが分かる。放映終了後の 2007
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年と 2008 年の観光客数は，県全体で 305 万人となり，放映前よりも 2 万人減少して
いる。これは，2007 年に高知－大阪間のフェリー運航が廃止されたことが原因の一つ
であると考えられる 26)。 
 次に，高知市の観光客数をみると，2004，2005 年は 200 万人であり，放映年次の
2006 年には 209 万人が高知市を訪れている。しかし，その後の 2007，2008 年には
198 万人となり，同市への観光客数の減少がみてとれる。  
 
（2）「龍馬伝」の場合 
前述したように，2007，2008 年の訪問者数は県全体で 305 万人であり，2007，2008
年の高知市訪問者数は約 198 万人である。同大河ドラマ放映前年の 2009 年に高知市
訪問者数は 205 万人となった。さらに，同大河ドラマが放映された 2010 年に高知市











また，2010 年 11 月は龍馬月間と称し，桂浜公園全体を会場として，龍馬をテーマ



























「功名が辻」の原作『功名が辻』全 4 巻（1965）は，累計発行部数 395 万部である（『ダ
カーポ』2005 年 9 月 7 日号）。これは，司馬の最も累計発行部数が多い『竜馬がゆく』






表 4－1 高知市における大河ドラマに関連した催事 
資料：高知県観光振興部の資料をもとに筆者作成 
 
年 博覧会・イベント 主催 開催期間 




2006 年 4 月 1 日～






2007 年 10 月 1～ 




2008 年 3 月 1 日～






2009 年 8 月 1 日～




2010 年 1 月 16～ 






2011 年 3 月 5 日～ 






2012 年 4 月 1 日～ 
























大河ドラマ放映後，高知市の観光客数は 250 万人程度で推移している（図 4－2）。
一方，「龍馬伝」が放映年には高知市に 283 万人の観光客が訪れた。「龍馬伝」放映前



































では，視聴者層は 50 代，60 代が多かった一方，20 代，30 代の視聴者も微増しており，
比較的若い年齢層の視聴者を獲得していた 35)。 
資料や分析方法は異なるものの，高知県観光振興部が「功名が辻」放映中の 2006 年
6 月に行ったアンケート結果も，観光客の年齢層は 50 代，60 代が多いという共通点が
みられた。36)。 
一方，筆者が 2010 年 9 月に行った「龍馬伝」のアンケート調査（256 人）37)では，
























図 4－3 大河ドラマ関連施設利用者数の推移 
  高知県観光振興部観光政策課の資料をもとに筆者作成  
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「功名が辻」放映の 2006 年には，主会場となった高知城懐徳館の利用者数が 15 万
人（2005 年）から 37 万人（2006 年）に増加している。また，財団法人土佐山内家宝
物資料館（6 千人から 2 万人に増加）と高知県立文学館（4 万人から 5 万人に増加）も  
同年に利用者増加の傾向がみられた。これは，高知城と高知城文学館が博覧会の中心
となったことが大きな要因である（図 4－3）。 
2010 年の「龍馬伝」放映時には，高知県立坂本龍馬記念館には 17 万人（2009）か
ら 48 万人（2010）と高知市立龍馬が生まれたまち記念館の坂本龍馬関連施設の利用
者数が 4 万人（2009）から 16 万人（2010）に急増した。両施設とも前年比 250％以












































1)  河野（2011）：『NHK 大河ドラマ大全』，195 頁。 
2)  前掲 1)と同様および 2015年 7月 2016年 6月に行った筆者の聞き取り調査による。 
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客は，2,000 円～3000 円程，四国内の観光客は 1,000 円で高知市を訪れることがで
きた。 
2006 年に，自家用車で高速道路を利用して高知市を訪れた場合，福岡 IC から瀬
戸大橋経由で高知 IC まで片道 15,050 円。また，都内から瀬戸大橋経由で高知 IC
までの 19,400円であった。しかし，2010 年に高速料金休日特別割引で訪れた場合，







36) 高知県観光振興部が 2006 年 6 月に行ったアンケート調査結果である。  
37) 筆者が 2010 年 9 月に観光客に対してアンケート調査を行った（265 名）。回答者
の年齢層は，10 代（3％），20 代（23％），30 代（25％），40 代（13％），50 代（18％），
60 代（14％），70 代（4％）であった。  
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 実施日：2010 年 9 月 10 日（金）〔晴〕，11 日（土）〔晴〕，12 日（日）〔晴〕 
 方 法：面接方式によるアンケート 




結果を整理すると表 5－1 のとおりである。 
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 高知市を訪れる観光客は，「男性」が 256人中 151人（59.0%），「女性」は 105人（41.0%）
であり，男性の方が女性よりもやや多い（図 5－1）。 
 
図 5－1 高知市を訪れる観光客の性別 
資料：2010 年 9 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
 
（2）年齢構成 
年齢構成をみると「30 代」が最も多く 256 人中 64 人（24.5%）である。続いて「20
代」が 59 人（22.6%）である。以下，「50 代」が 47 人（18.0%）で，60 代が 37 人（14.2%），
「40 代」が 13.4%，「70 代」が 4.2%，「10 代」が 3.1%の順となっている。今回の調査
結果では，20 代と 30 代の観光客が 2 割以上であり，10 代と 70 代の観光客は，双方と
も 5%に満たない（図 5―2）。 
 
図 5－2 高知市を訪れる観光客の年齢構成 





















  256人 
合 計 




 同行者構成で最も多い回答は「家族」であり，256 人中 103 人（40.9%）となった。
次いで，「友人」が 59 人（23.4%），以下，「一人」が 49 人（19.4%），「職場の団体」が
20 人（7.9%），「その他」が 16 人（6.3%），「旅行会社ツアー」が 4 人（1.6%），「学校の
団体」が 1 人（0.4%）である（図 5－3）。なお，「旅行会社ツアー」と「学校の団体」の
回答数が少ないことについては，双方とも団体旅行のため滞在時間が制限されており，
アンケートに回答する時間がなかったことをあげておく。 
図 5－3 高知市を訪れる観光各の同行者 
資料：2010 年 9 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
（4）交通機関 
 高知市を訪れる交通機関については，複数回答方式で調査した。最も多い回答は「自
家用車」111 回答（34.7%）であり，続いて「飛行機」が 60 回答（18.8%），「その他」
が 36 回答（11.3%），「JR」が 33 回答（10.3%），以下，「高速バス」が 21 回答（6.6%），
「観光バス」が 19 回答（5.9%），「路線バス」が 16 回答（5.0%），「路面電車」が 10 回
答（3.1%），「バイク」が 6 回答（1.9%），「タクシー」と「フェリー」が各 4 回答（1.3%）
となっている（図 5－4）。 
 
   図 5－4 高知市を訪れる観光客の利用交通機関 





















 合 計 




















庫県」が 19 人（7.4%），「大阪府」が 18 人（7.0%），「愛知県」が 15 人（5.9%）であり，
大都市から訪れた人が多いことが分かる。また，海外客の回答もあった（図 5－5）。 
 
図 5－5 高知市を訪れる観光客の出発地（グラフ） 




























































































図 5－6 高知市を訪れる観光客の出発地（地図） 







中 65 回答（24.0％）が「その他」であり，次いで「テレビ」が 53 回答（19.6%），「以
前に来た」が 45 回答（16.6%），「知人などの紹介」が 37 回答（13.7%），「インターネ
ット」が 31 回答（11.4%），「新聞・雑誌」が 26 回答（9.6%），「パンフレット」が 14
回答（5.2%），「ラジオ」は 0 回答（0%）という結果である（図 5－7）。 
 
図 5－7 高知市を訪れる観光客の情報源 
資料：2010 年 9 月のアンケート調査をもとに筆者作成 
 
（7）滞在日数 
滞在日数は滞在予定を含めて，256 人中 120 人（46.9%）が「1 泊 2 日」であり，ほぼ
半数を占めている。次いで「2 泊 3 日」が 69 人（27.0%），「日帰り」が 40 人（15.6%），
3 泊 4 日が 10 人（3.9%），4 泊 5 日以上が 7 人（2.7%）という結果である（図 5－8）。 
 
 
図 5－8 高知市を訪れる観光客の滞在日数 





























 合 計 










図 5－9 高知城観光前後の高知市の訪問地 
































 来訪回数については，「はじめて」が最も多く，256 人中 135 人（52.7%）の回答を得
て，半数以上を占めた。次に「2 回」が 47 人（18.4%），「5 回以上」が 34 人（13.3%），






図 5－10 高知市を訪れる観光客の来訪回数 



























の 52.6％（71 人）が，大河ドラマ放映の影響を受けている。以下，「2 回」40.4%（19





図 5－11 大河ドラマ放映をきっかけとした高知市の来訪比率 
 資料：2010 年 9 月のアンケート調査をもとに筆者作成 
図 5－12 訪問回数別大河ドラマ放映をきっかけとした高知市の来訪比率 







 合 計 
























高知市の再来訪希望は，256 人中 139 人（58.9%）が「機会があればまた来たい」と
回答している。次いで「ぜひ来たい」が 95 人（40.3%），「来たくない」という回答は 2
人（0.8%）となっており，全体の 1%に満たない（図 5－13）。 
 
図 5－13 高知市の再来訪希望 








図 5－14 高知市を訪れる観光客の印象に残ったもの 








 合 計 

















表 5－2 高知市観光で印象に残ったもの 















































































図 5－15 高知市を訪れる観光客の意見 































表 5－3 高知市観光の良好な点 































































表 5－4 高知市観光の改善すべき点 











































・ よさこいと龍馬に頼り過ぎないようにする。  
・ 高知城に空調を設置する。 
・ お城の階段を改善してほしい。 





















と 30 代が全体の 40%以上を占めており，青年層が多いことが分かる。これに対し，10
































第１節  観光客と住民の意識の相違を考える意味 
 
 司馬遼太郎の『竜馬がゆく（全 8 巻）』（1963－1966）により，坂本龍馬が高知市出身
の人物として全国的に知られる契機となり，高知市だけでなく高知県を代表する観光資




















































































場 所：高知大学 朝倉キャンパス 
 実施日：2010 年 9 月～10 月末日 
 方 法：配布方式によるアンケート 




結果を整理すると表 6－1 とおりである。 
  
 
表 6－1 高知市の観光に対する大学生のアンケート調査結果（１） 
    （単位：人） 
質
問 
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 アンケート調査に協力いただいた高知大学生の性別は，「男性」が 80 人（54.1%），「女
性」が 67 人（45.3%），無回答が 1 人（0.7%）であった。男子学生の回答がやや多い（図
6－1）。 
  
図 6－1 大学生の性別 
  資料：2010 年 9 月～10 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
 
（2）学年構成 
 回答を学年別に分けると以下のとおりとなる。「1 年生」が 85 人（57.4%），「2 年生」
が 24 人（16.2%），「3 年生」が 31 人（20.9%），「4 年生」が 6 人（4.1％），「無回答」
が 2 人（1.4%）である。回答者は全体的に「1 年生」の割合が高い（図 6－2）。 
 
図 6－2 学年構成 

























である。次いで「徳島県」16 人（10.8%），「兵庫県」15 人（10.1%），「愛媛県」12 人（8.1%）
と続いている（図 6－3）。 
 
図 6－3 大学生の出身地（グラフ） 
















































































図 6－4 大学生の出身地（地図） 






 回答者 148 名のすべてが高知市にあるいずれかの観光施設等を訪問している。訪問者





図 6－5 高知市の観光施設等の訪問者数 
資料：2010 年 9 月～10 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
写真 6－1 観光施設等で訪れた人が最も多かった「はりまや橋」 


































58 人となっており，「日曜市」が 53 人と続いている。訪問した観光施設等のうち，回答
者数が最も多かった「はりまや橋」は 39 人にとどまった（図 6－6）。また，比率別でみ
ると「桂浜」が 74.1%と一番高く，次いで「高知県立牧野植物園」が 67.6%である。そ
れに反して，「はりまや橋」の再来訪希望者は 28.6%と低いことが分かる（図 6－7）。 









図 6－6 高知市の再来訪を希望する上位３観光施設等の人数 



































図 6－7 高知市の観光施設等の再来訪希望比率 




写真 6－2 再来訪を希望する観光施設等で大学生に最も人気の高い「桂浜」 
































下のとおりである。「桂浜」が 77 人と最も多く，「日曜市」が 54 人と続き「高知城」が
41 人，「はりまや橋」は 28 人である（図 6－8）。観光客に勧めたい施設等の比率が高い
のは「桂浜」62.0%，「高知県立牧野植物園」61.7%，「日曜市」58.6%の 3 施設である（図
6－9）。 
図 6－8 大学生が観光客に勧める観光施設等の人数 
資料：2010 年 9 月～10 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
写真 6－3 牧野植物園内にある牧野富太郎が詠んだ都都逸 
































図 6－9 大学生が観光客に勧める観光施設等の割合 





写真 6－4 高知県立牧野植物園近くから中心市街地を望む 





























表 6－2 大学生が観光客に勧める観光施設等の理由（１） 









































































表 6－2 大学生が観光客へ勧める観光施設等の理由（２） 













































合   計 210 








である。次いで「歴史・文化」が 63 人（17.8%）となっており，「海」が 60 人（17.0%），
「川」が 57 人（16.1%），「山」が 45 人（12.7%）となり，食べ物や歴史，自然に高知
市の魅力が高いことが分かる（図 6－10）。 
 
図 6－10 高知市観光の持つ主な魅力 








図 6－11 誘客が見込める観光活動 










































図 6－12 「龍馬伝」放映による観光客増加の感覚 








図 6－13 放映終了後の観光客数の継続性 











































図 6－14 「龍馬伝」放映で建てられた建築物やイベントの継続活用 




























図 6－15 高知市観光に対する大学生の意見 



























表 6－3 大学生からみた高知市観光の良好な点 



































































合  計 85 
127 
 
表 6－4 大学生からみた高知市観光の改善すべき点 






































































 実施日：2010 年 9 月中旬～末日 
 方 法：配布方式によるアンケート 




整理すると表 6－5 のとおりである。 
 なお，回答者ごとの集計は，アンケート調査票とともに巻末資料として後掲した。  
 
表 6－5 高知市の観光に対する高校生のアンケート調査結果（１） 
                           （単位：人） 
質
問 
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 高知県立伊野商業高等学校の国際観光科の生徒の性別の割合は，83 人中「男性」が 24
人（28.9%），「女性」が 59 人（71.1%）であり，女性の比率が高い（図 6－16）。 
 
図 6－16 高校生の性別割合 
  資料：2010 年 9 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
 
（2）学年構成 
 学年別に回答者を分けると以下のとおりである。「1 年生」が 38 人（45.8%），「2 年生」
が 27 人（32.5%），「3 年生」が 18 人（21.7%）となっており，1 年生の回答者数がほぼ
半数を占めている（図 6－17）。 
 
図 6－17 学年構成 



















県」で 76 人（91.6%）となっている（図 6－18）。また，市町村別出身地の内訳は図 6
－19 に示すとおりである。「高知市」の出身者が 76 人中 61 人（80.3%）と最も多く，




図 6－18 高校生の出身地 
 
 
図 6－19 高校生の市町村別出身地（グラフ） 

















































 回答者 83 名のすべてが，高知市にある観光施設等を訪問している。高知市にある観光
施設等の訪問者数（複数回答）は図 6－20 に示すとおりである。訪問場所では「高知城」
が最も多く 78 人（94.0%）となっている。これは，高校 2 年生時に高知城ガイド案内の
実習が行われているためである。また，「はりまや橋」は 73 人（88.0%），「桂浜」が 69
人（83.1%），日曜市には 65 人（78.3%）の人が訪れている。 
図 6－20 高校生の観光施設等の訪問者数 
















写真 6－5 観光施設等で訪れた人が最も多かった「高知城」 

































らった。詳細は図 6－21 に示すとおりである。「桂浜」が 55 人と最も多く，これに続く















図 6－21 高知市の再来訪を希望する観光施設等 

































図 6－22 高知市の観光施設等の再来訪希望比率 




写真 6－6 ゴールデンウィーク中に観光案内をする国際観光科の生徒 

































「高知城」と「桂浜」が 47 人と最も多く，「高知城」が 33 人である（図 6－23）。また，
割合別でみると「桂浜」が 68.1%と最も多く，続いて「高知城」60.2%，「日曜市」が 50.8%
となっている。その一方で「はりまや橋」は 21.9%と低い数値を表している（図 6－24）。 
図 6－23 観光客に勧めたい観光施設等 
資料：2010 年 9 月のアンケート調査結果をもとに筆者作成 
図 6－24 観光客に勧めたい観光施設等の比率 

























































表 6－6 観光を学ぶ高校生が観光客に勧めたい観光施設等の理由（１） 





































































表 6－7 観光を学ぶ高校生が観光客に勧めたい観光施設等の理由（２） 














































合   計 119 















37 人（18.4%）で最多となった。また，「山」が 34 人（16.9%），「食べ物」に 33 人（16.4%），
「川」が 31 人（15.4%），「海」が 29 人（14.4%）と続いており，高校生からみた高知
市の主な魅力は，歴史・文化や食べ物，自然であることが伺える（図 6－25）。 
 
図 6－25 高知市観光の持つ主な魅力 






光」が 38 人（24.1%），「歴史観光」が 22 人（13.9%）となっている（図 6－26）。 
 
図 6－26 誘客が見込める観光活動 







































という回答が 77 人（97.0%），「いいえ」は 1 人（1.3%）に過ぎなかった（図 6－27）。
観光を学ぶ高校生の大部分が「龍馬伝」放映による観光客増加を感じている。 
 
図 6－27 「龍馬伝」放映による観光客増加の感覚 











図 6－28 放映終了後の観光客数の継続性 













































図 6－29 「龍馬伝」放映で建てられた建築物やイベントの継続性 














写真 6－7 「龍馬伝」放映のために造られた高知・龍馬ろまん社中 




写真 6－8 「龍馬伝」放映期間の日曜日に特別走行していた「イベント号」 




















図 6－30 高知市観光に対する観光を学ぶ高校生の意見 

























  34人 
144 
 
表 6－8 観光を学ぶ高校生から見た高知市観光の良好な点 








































・ 人混みが少ない 1 













表 6－9 観光を学ぶ高校生から見た高知市観光の改善すべき点 
No. 指摘内容 人数 
1 
観光面の整備・改善 14 








































合  計 34 



































図 6－31 高知市観光に対する良好な点の意見比較 













0% 20% 40% 60% 80% 100% 
観光を学ぶ高校生 
大学生 
景観・環境が良好 歴史・文化が良好 食文化が良好 














































図 6－32 高知市観光に対する改善すべき点の意見比較 






























0% 20% 40% 60% 80% 100% 
観光を学ぶ高校生 
大学生 










































































































































































年で 1 年作の形式をとらなかった唯一の年である（2017 年現在）。1993 年 1 月 10 日
～6 月 13 日の半年間は，沖縄が舞台となった「琉球の風」が全 23 話で放映され，そ









（『大河ドラマの 50 年』p.213 より引用） 
 


















❶ 歴史公園えさし藤原の郷  
❷ 蔵町モール  
至  東京  
至  盛岡  
盛岡市  
0 30km 







































た。秀衡は 1170（嘉応 2）年に平家から鎮守将軍 3)，1181（養和元）年には朝廷から
陸奥守の地位を与えられた。  














 奥州藤原氏は一般に 3 代とされているが，大河ドラマ「炎立つ」では，奥州藤原氏
の祖である藤原経清から滅亡する 4 代泰衡まで取り上げ，2 代基衡を除いて放映され
た。第 1 部では，藤原経清が主人公の物語であり，前九年の役を含めた奥州藤原氏の
前史を主に取り上げている。 
 第 2 部は，藤原氏の初代とされている清衡が主人公である。清衡と兄弟の戦いであ
る後三年の役が描かれており，清衡が奥州制覇を成し遂げるまでの話である。  











当時の NHK では，大河ドラマの平均視聴率は 20％が通常であり，25％を超せば成功，
30％以上であれば大当たり 4)と考えられていた。このことから，「炎立つ」は低視聴率
に留まったといえよう。また，1988 年～1998 年の大河ドラマ視聴率の推移をみると，




































江刺市は，大河ドラマ放映が決定する前から，岩手県内の 13 市のうち 1971 年に唯
一過疎指定を受けた自治体である 6)。江刺市の人口は 1950（昭和 25）年の 49,619 人
をピークに減少し，1960（昭和 35）年には 47,363 人から 1970（昭和 45）年 38,176















放映年月 番組名 平均視聴率（%） 
1988 年 武田信玄 39.2 
1989 年 春日局 32.4 
1990 年 翔ぶが如く 23.2 
1991 年 太平記 26.0 
1992 年 信長 King of Zipang 24.6 
1993年 1 月～6月 琉球の風 17.3 
1993 年 7 月～ 
  1994 年 3 月 
炎立つ 17.7 
1994 年 4 月～12 月 花の乱 14.1 
1995 年 八代将軍吉宗  26.4 
1996 年 秀吉 30.5 
1997 年 毛利元就 23.4 












 江刺市青年会議所は，大河ドラマ決定の同年 11 月に，岐阜県青年会議所に対して大
河ドラマ「信長 King of Zipang」（1992）のロケセットに関する資料収集を開始した。  
 








資料：『NHK 大河ドラマ炎立つ記録集』をもとに筆者作成  
 
表 7－3 専門部会と取り組み 
部会名 部会長 取り組み内容 













物産観光部会 江刺市商工観光課長  
入場券の販売促進，物産開発，観光資源
開発など。 













12 月 28 日に，原作者の高橋氏と NHK は藤原氏関連の調査のため江刺市を訪れ，史
跡調査を行った。その際，江刺市青年会議所の役員が案内役をつとめた。1992 年 1 月







この事業を推進したのが 7 つの専門部会である（表 7－3）。1992 年 4 月 1 日には，江
刺市大河ドラマ対策室が市役所内に設置された。大河ドラマの協力と大河ドラマ実行







1993 年 1 月より，表 7－3 に示した 7 つの部会を再編して 3 つのプロジェクトを組







表 7－4 地域活動プロジェクト 
事業名 事業内容 














年 2 月 28 日付）に取り上げられた。また，地方紙では岩手日日新聞，胆江日日新聞（両
紙 1994 年 2 月 5 日付）でも，江刺市民の大河ドラマの協力活動を記事にしていた。  
 















建設が 1992 年 8 月 13 日に始まった。この事業は，江刺市の向山公園整備事業と一体
化し，公園東側 20ha に経清館，清衡館，歴史学習館，資料館を中心に 114 棟を建設
することで，奥州藤原氏が繁栄した時代の街並みを再現建設することであった。建設
計画の中で，工事は 10 ヵ月という短期間のため，撮影と工事が並行して行われること 
 
写真 7－1 歴史公園「えさし藤原の郷」 
（2015 年 9 月 2 日 筆者撮影）  
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図 7－2 歴史公園「えさし藤原の郷」の概要 








表 7－5 歴史公園「えさし藤原の郷」の事業概要 








面  積：20ha 
建設規模：114 棟（2004 年に 117 棟） 
開  園：1993 年 7 月 4 日 
総事業費：36 億 8 千万円 
財  源：県補助金 1 億 5 千万円 
     起債（地域づくり推進）16 億 6400 万円 
     ふるさと特別対策 8 億 5 千万円 
     一般財源 10 億 1600 万円 











6 月 29 日に歴史公園「えさし藤原の郷」は完成した。そして開園は大河ドラマ放映と
同日の 1993 年 7 月 4 日であった。 
東北地方の古代の城柵や中世初期の寝殿造りなどから構成された歴史公園「えさし




 歴史公園「えさし藤原の郷」開園当日には，団体客や個人客合わせて 15,000 人が訪
れ，開園後 22 日目には 10 万人が入場した。この数値は，当初の見込みより 1 ヵ月早














































観光客数の推移をみると，開園した 1993 年は 75 万人が訪れたが，翌 1994 年には
51 万人に減少している（図 7－3）。その後も観光客は緩やかに減少し，2003 年には
14 万人となった。2005 年には，歴史上の人物である源義経に関係する 3 つの施設が 1
億 600 万円かけて建築された。大河ドラマ「義経」が放映されたため，前年比 11 万人
増の 24 万人の観光客が訪れた。しかし，その後は再び減少が続き，2014 年の観光客




















同大河ドラマ放映を機に経清の認知度も高まり，1991 年 12 月には，経清の供養碑


























表 7－6 大河ドラマ「炎立つ」放映による地域住民の意識変化 




































































4) 河野（2011）：『大河ドラマの 50 年』，217 頁。 
5) 前掲 4)，224 頁。 
6) 江刺市の過疎指定は，1971（昭和 46）年から始まっており，奥州市江刺区となっ
























江刺市史編纂委員会（1983）：『江刺市 第 1 巻通史篇 原子・古代・中世』，383-395 頁。  
河野逸人編（2010）：「炎立つ」『NHK 大河ドラマ大全』NHK 出版，150－151 頁。 











中世」，「幕府政治と動乱」『岩手県の歴史（県史 3）』山川出版社，88－124 頁。 
山口誠（2014）：「映画観光と住民運動」『観光メディア論』ナカニシヤ出版，19－41
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アーリ，ジョン 著・加太宏邦 訳（1995）：『観光のまなざし』法政大学出版，282 頁。 
奥州市 Web 博物館 奥州市の歴史 














の 4 作品であった 3)。この作品の主人公らは，歴史の教科書や小説の題材として取り
上げられることは少なく，視聴者のなじみは薄いと考える。  
とくに「篤姫」（2008）は，出身地の鹿児島県内でも大河ドラマ放映まで殆ど知られ


















































JR 指宿駅  
池田湖  
至  枕崎  
JR 薩摩今和泉駅  
○文  鹿児島県立指宿商業高校  至  鹿児島  
○文  指宿市立今和泉小学校  
鹿児島市  
































第 4 代当主忠宗の次男忠氏によって構えられた。1417（応永 23）年に和泉家の第 5 代
当主直久が戦死したことで，和泉家は断絶した。327 年後の 1744（延享元）年に，島
津家第 22 代当主継豊の弟忠郷が今和泉家を再興した。  









は 18 歳で嫁ぐまで過ごしたといわれている。  
第 13 代将軍徳川家定の妻に島津家が候補となった。しかし，当時の島津家には適齢
の娘がおらず，島津家一門である今和泉家の篤姫が選ばれた。そして，島津家の養女
となった篤姫は，島津家第 28 代当主斉彬の実子として幕府に届け出された。  
1853（嘉永 6）年に，篤姫は薩摩藩をたち，京都の近衛家で再び養女となった。そ
して， 1856（安政 3）年 12 月 18 日に徳川家に輿入れをし，家定の正室となった。し


























































県は，2003 年に NHK 大河ドラマ誘致する会を発足し，誘致活動を展開した。この誘
致活動では，とくに特定の人物を定めず鹿児島県出身者という考えで活動を行った。












 国立国会図書館を活用した検索 13)では，初めて篤姫が小説の題材となった 1984 年
から大河ドラマ放映決定前の 2006 年の 22 年間で，篤姫に関する図書は 7 冊出版され





篤姫を県民に周知させるため，「県政かわら版」2007 年 10 月号では 1 ページ，県広報












「篤姫」は，2008 年 1 月 6 日より放映を開始した。「篤姫」の視聴率は初回 20.3％，
最終回は 28.7％であった 15)。同大河ドラマの視聴率は，年間を通じて 20％を下回るこ







マ視聴者は，男性の割合が多い。また，視聴している年代別では，  60 歳以上が最も
多く，50 代，40 代，30 代と続いている（図 8－3）。年齢の低さに比例して視聴者が




る。2001 年～2010 年 6 月に行われた調査では，20 代女性における大河ドラマ平均視




図 8－2 大河ドラマ「篤姫」の視聴率の推移 













【2008 年 6 月】 
 
【2008 年 11 月】 
図 8－3 大河ドラマ「篤姫」の年齢層別視聴率 
資料：『放送研究と調査』2001 年～2010 年 9 月号，3 月号をもとに筆者作成  








7～12歳 13～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳以上 








7～12歳 13～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳以上 




60 歳代以上の女性も 42％（181 名／431 名）が「篤姫」を視聴した。2001 年～2010
年の大河ドラマ女性平均視聴者は 60 歳代以上で 27％である。「篤姫」は，これまでの
平均視聴者を 15 ポイント上回る高い数値が示された。同年 11 月の調査では，視聴者
数が全体的に低下したが，50 代，60 歳以上の女性視聴者は平均を上回る数値を示した。 
一方，「篤姫」の男性視聴者は 6 月調査時には例年とほぼ同様の傾向がみられ，11
月調査では，20 代以下は平均視聴者が例年を下回り，7～12 歳，20 代の視聴者数は
0%となった。これは，20 代以下の年齢層にまれにみられる傾向であり，他の大河ドラ
マで同様である。他の年代では，例年の大河ドラマ視聴者と同様の傾向がみられる。  














の変化をみると，鹿児島地区は，2006 年の 1,673 万人が 2007 年には 1,697 万人，2008
年は 1785 万人となり 2 年間で 105 万人増加した。指宿地区では，2006 年は 919 万人，  
2007 年には 967 万人，2008 年に 1069 万人となり 2 年間の増加数は 150 万人であっ
た。霧島地区では，2006 年 698 万人，2007 年 727 万人，2008 年 745 万人となり，2
年間で 47 万人増加した（図 8－4，図 8－5）。次に，宿泊客数の変化をみると，鹿児
島地区では，2006 年の 289 万人から 2007 年に 306 万人に増加し，2008 年には 15 万
人増加の 321 万人となった。指宿地区では，2006 年と 2007 年は同様の 143 万人であ
ったが，2008 年に 159 万人となり 16 万人増加した。これは県内で最多の宿泊客増加
数であった。また，霧島地区は 2006 年の 100 万人が，2007 年には 103 万人に微増し，
2008 年に 107 万人に増加した（図 8－6，図 8－7）。 
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図 8－4 地区別観光客数の推移（2005～2010 年） 
資料：鹿児島県観光統計平成 17 年～23 年をもとに筆者作成 
図 8－5 地区別観光客数の推移（2011～2014 年） 
資料：鹿児島県観光統計平成 24 年～27 年をもとに筆者作成  










2011 2012 2013 2014 
鹿児島地区 指宿地区 霧島地区 北薩地区 大隈地区 








2005 2006 2007 2008 2009 2010 
鹿児島地区 霧島地区 指宿地区 








図 8－6 地区別宿泊客数の推移（2005～2010 年） 
資料：鹿児島県観光統計平成 18 年～23 年により筆者作成  
図 8－7 地区別宿泊客数の推移（2011～2014 年） 
資料：鹿児島県観光統計平成 24 年～27 年により筆者作成  









2011 2012 2013 2014 
鹿児島地区 指宿地区 霧島地区 北薩地区 大隈地区 











2005 2006 2007 2008 2009 2010 
鹿児島地区 霧島地区 指宿地区 











表 8－1 「篤姫」に関連した主な活動（2007 年） 





















































11 月 篤姫のシールを発行  
鹿児島県商
工会連合会













た。この車両は，2007 年 12 月末～



















憩施設として建てられ，観光客の利用を促した。2 月 19 日から，東京都の江戸東京博
物館においても篤姫展が開催された（2008 年 2 月 19 日～4 月 6 日）。この企画展は，
大河ドラマの内容と連動したもので，篤姫と篤姫を取り巻く人物に関連する品や史料
が展示された。その後，この企画展は大阪市の大阪歴史博物館（4 月 19 日～6 月 1 日）






業に対し 9,300 万円の予算を計上することを決定した。  
6 月上旬に，「篤姫館」の入館者数が 20 万人を超えた。当初，同市は「篤姫館」の
















9 月になると，鹿児島県は「篤姫」放映後の 2009 年も，歴史観光を中心に展開して
いく考えを示した。  
11 月に，鹿児島市の「篤姫館」は入館者数 50 万人に達し，当初の目標数値であっ
た 20 万人の 2.5 倍の数値を示した。  
12 月には，鹿児島県行政が「篤姫に感謝する会」を催した。これは，「篤姫」が鹿
児島県の観光のイメージアップに寄与したことから開催された。そして，県行政が選



















も 1 日平均 200 人を超す観光客が訪れた。  
このため 3 月には，指宿市で，観光客から好評を博した篤姫ガイドの延長が決まり，
継続的して活動することになった。一方，鹿児島市では 2 カ月半延長された「篤姫館」



























表 8－2 指宿市のボランティアガイドの事業内容 
年月日 事業内容 
2007 年 2 月 14 日 ボランティアガイド講習会の修了。  






4 月 27 日 篤姫観光ガイドの発足式（ガイド 27 名で開始） 
月に 1 度の篤姫観光ガイド定例会を開始。  
8 月 観光客の増加を見込み，ガイドの追加募集及び講習会の開始。 
10 月 旅行会社が「篤姫」の名を冠したツアーを開始。  
2008 年 3 月 1 ヵ月の案内人数が 8,188 人を記録。 
第 1 回九州ボランティアガイド大会 in 宮崎に参加。  
3 月 16 日 1 日で最高案内人数 655 人を記録。 
4 月 27 日 篤姫観光ガイド発足 1 周年記念イベント開催。  
5 月 4 日 1 日の最高案内件数 81 件を記録。 
11 月 1 ヵ月の案内人数が過去最高の 10,790 人を記録。 
12 月 22 日 案内人数 10 万人達成。 
2009 年 1 月 篤姫観光ガイドの活動を継続。  
2011 年 3 月 
3 月 10 日 
指宿まるごと観光ガイドの発足。  
九州新幹線全線開通・観光特急「指宿のたまて箱」運行開始。 
2012 年 1 月 JR 指宿駅を拠点とするボランティアガイドの開始。  








ィアガイドの育成に力を入れ，指宿市観光協会が指宿市と協働し，2006 年 11 月から





 先述のとおり，2008 年に指宿市を訪れた観光客数は 1,069 万人であり，2007 年の
969 万人に比べ，観光客は 100 万人増加し，指宿市の予想を上回る観光客が訪れた。
そして，「篤姫いぶすき館」の年間入館者数が 17 万人を記録した。これは，市が当初




















継続活動を決定した。そして，2009 年に指宿市を訪れた観光客数は 1,063 万人であり
2008 年の 1,069 万人とほぼ同じ数値を示した。大河ドラマの舞台地が，放映翌年も高
数値で推移した例はこれまでになく，指宿市は特異な地域といえる。  
しかし，放映 2 年後の 2010 年には観光客が減少した。そこで指宿市は，2011 年に
指宿まるごと観光ガイドを発足させ，各観光地でガイド活動を行うようになった。さ




写真 8－1 JR 指宿駅で列車を迎え入れる篤姫観光ガイド 
（2016 年 7 月 24 日 篤姫観光ガイド吉留紀代子氏撮影） 
 
2017 年現在は，観光客の減少に伴い，篤姫観光ガイドは JR 薩摩今和泉駅および JR
指宿駅に常駐するガイドをなくし，事前申し込みによるガイドに変更した。その後，
篤姫観光ガイドの活動は指宿市に関する語り部や JR 指宿駅，篤姫観光ガイドは JR 薩
摩今和泉駅での観光客の迎え入れが行われている（写真 8－1）。また，市内の小学校
との交流も行っており，篤姫観光ガイドは内容を変化させながら現在も活動している。











「篤姫」放映から 4 年経った 2012 年に，再度地域住民から篤姫像建立の要望が出され，
「篤姫（於一）銅像実行委員会」が設立された。そして，地域住民から寄付金を募り，
指宿市内の美術講師であった田原迫華が製作し，同年 9 月に篤姫（於一）像が建立さ






写真 8－2 2012 年に建立された篤姫（於一）像 
（2015 年 12 月 15 日 筆者撮影）  
 
写真 8－3 鹿児島県立指宿商業高等学校生徒による観光客迎え入れ活動 













表 8－3 指宿市の大河ドラマを契機とした活動（2006～2016 年） 
 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
大河ドラマ  
「篤姫」放映  
           
篤姫関連史跡の
整備  
           
ボランティアガ
イドの育成・活動 
           
小学生の篤姫  
学習  
           
高校生の観光客
迎え入れ活動  
           
篤姫像建立  
           
資料：指宿市の資料，指宿市観光協会篤姫観光ガイド，鹿児島県立指宿商業高等学校に対する聞き取り
調査をもとに筆者作成。  





















 そして，「篤姫」放映中には，指宿市が想定していた以上の前年比 100 万人増の 1,069
万人の観光客が訪れた。このため，1 年で活動を停止する予定であったボランティアガ






入れを行うなど，内容を変化させながら 2017 年現在も活動が継続している。  
















 1)  1963 年～2015 年の大河ドラマの視聴率を総観した結果による。  
2)  鈴木嘉一（2011）：『大河ドラマの 50 年』，217－220 頁。 
3)  前掲 1）。 
4) 大石学・時代考証学会（2012）：『大河ドラマと地域文化―「篤姫」「龍馬伝」と鹿
児島―』51 頁より引用。 
5)  前掲 1)。 
6)  鹿児島県および指宿市提供の資料による。  
7)  NHK ONLINE より引用。 
8) 前掲 7)。 
9)  魅力ある指宿まちづくり協議会「薩摩が生んだ幕末の才女 天璋院篤姫」より引
用。 
10) 指宿市史より引用。  
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11)『NHK 大河ドラマ・ストーリー』（全 3 巻）をもとにまとめた。  
12) 前掲 4)，51 頁。 





15) 前掲 1)。 
16) 2001 年から 2015 年までの大河ドラマの視聴率を総観した結果である。  
17) 南日本新聞 2009 年 4 月 30 日付「台湾でも‘篤姫’人気」。 
18) 指宿市提供の資料と筆者の聞き取り調査による。  
19) 2016 年 6 月に筆者が行った指宿市役所に対する聞き取り調査による。  
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2017 年現在，大河ドラマは 56 作品となった。大原（1985）によると，大河ドラマ
の観光活用は 1966 年の第 4 作「源義経」が端緒になったとしている。そして，大河ド




















表 9－1 大河ドラマの舞台地となった主な地域 
放映年 大河ドラマ 舞台地 
2000（平成 12） 葵 徳川三代 東京，三河，関ケ原 
2001（平成 13） 北条時宗 鎌倉，博多 
2002（平成 14） 利家とまつ～加賀百万石物語～ 金沢，三河 
2003（平成 15） 武 蔵 MUSASHI 巌流島，熊本 
2004（平成 16） 新撰組！ 東京，京都 
2005（平成 17） 義 経 平泉，鎌倉，京都，壇ノ浦 
2006（平成 18） 功名が辻 三河，高知 
2007（平成 19） 風林火山 甲府，川中島 
2008（平成 20） 篤 姫 東京，鹿児島 
2009（平成 21） 天地人 米沢，新潟 
2010（平成 22） 龍馬伝 東京，京都，高知，長州，長崎 
2011（平成 23） 江 ～姫たちの戦国～ 東京，三河，近江 
2012（平成 24） 平清盛 兵庫，広島，京都 
2013（平成 25） 八重の桜 福島，京都 
2014（平成 26） 軍師官兵衛 福岡 
2015（平成 27） 花燃ゆ 山口 
資料：『NHK 大河ドラマ大全 50 作品』，「Audience Rating TV ～ドラマ視聴率～」，NHK 大河ドラマ














図 9－1 NHK 大河ドラマ舞台地 
資料：『NHK 大河ドラマ大全』をもとに筆者作成  
 
２．大河ドラマを活用した観光客数の３分類 











うため，NHK に要望することを決定した。  









2002 年 3 月 23 日～2003 年 1 月 5 日（289 日間）に「加賀百万石博」を開催した。
この大河ドラマ放映中に，金沢市は，加賀百万石博を開催した。これは，仮設施設を




図 9－2 「金沢地域」の観光客数の推移 




















































2009 年 1 月に放映が決定した大河ドラマ「龍馬伝」の関連イベントとして，「土佐・
龍馬 であい博」が開催された。「土佐・龍馬 であい博」の本開催は 2010 年である




























図 9－3 高知市の観光客数の推移 













桂浜を訪れ，渋滞問題が深刻化することが予想された。この渋滞対策として 2010 年 5

















大河ドラマを契機として，観光客数が放映前の 200 万人前後から放映中は 290 万人





そして，大河ドラマ放映終了後の 2011 年 3 月から「志国高知 龍馬ふるさと博」が







 (3)無関係型 熊本県：「武蔵 MUSASHI」（2003 年） 








本市は同年 10 月から宮本武蔵に関連したイベントや観光 PR を行った。熊本県では「武
蔵と心眼の技展」，シンポジウム「宮本武蔵からのメッセージ～今なぜ武蔵か～」，「図
書に見る宮本武蔵の世界展」，観光関連マスコミ招待事業が行われた。  





 大河ドラマ「武蔵 MUSASHI」放映が開始した 2003 年に，熊本県は大型観光キャ
ンペーン事業「武蔵ゆかりの地巡りバスツアー」を 1 月 19 日～3 月 30 日の毎日曜日
（計 11 回）に実施した。さらに，「週刊新潮」，「旅行読売」，「朝日新聞」，「日経新聞」
に宮本武蔵と熊本県の関係を掲載，紹介を行い，全国に向けて広報活動を行った。  































図 9－4 熊本県の観光客数の推移 
資料：「平成 19,21,25 年 熊本県観光統計表」をもとに筆者作成 
 
 
図 9－5 熊本市の観光客数の推移 








































































































サービスである WEB ルートガイドを 2012 年に立ちあげた。 
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表 9－2 市民向け講演会等の実施 
開催日 内 容 会 場 
平成 24 年 6 月 23 日～
12 月 22 日 
「八重の桜」講座（全 7 回） 東公民館 
平成 24 年 10 月 28 日 「清らかにたかく」作者松尾しより原画展  會津稽古堂  
平成 25 年 1 月 6 日 「八重の桜」パブリックビューイング  會津稽古堂  
平成 25 年 1 月 12 日 「八重の桜」トークショー  會津稽古堂  
平成 25 年 2 月 17 日 NHK 公開セミナー  
「新島八重と会津の女性たち」  
文化センター  
平成 25 年 2 月 1 日～ 
2 月 28 日 
大河ドラマ館市民招待デー  
（2 月中の毎週水曜日）  
大河ドラマ館  
平成 25 年 12 月 15 日 「八重の桜」最終回パブリックビューイング  会津大学 
平成 26 年 1 月 6 日～ 
1 月 8 日 







（表 9－3）。旅行会社に対しては，旅行商品のモデルコースの提供やモニターツアー  
 
表 9－3 主な文化施設におけるイベント事業 
文化施設 内 容 期 間 
鶴ヶ城天守閣  
「守護職拝命 150 年と新島八重」  平成 24 年 9 月 14 日～11 月 4 日 
「会津人戊辰戦争のまえとあと」  平成 25 年 4 月 12 日～ 9 月 9 日  




NHK 大河ドラマ特別展  
「八重の桜」  
平成 24 年 9 月 14 日～11 月 4 日 
 
平成 25 年 5 月 17 日～ 7 月 3 日  
会津武家屋敷  
「幕末に生きた会津の女性展」  平成 24 年 5 月 1 日～11 月 30 日 
「山本八重と会津藩の人々  
―幕末・明治、その群像―」 
平成 24 年 5 月 1 日～11 月 30 日 
會津藩校日新館  パネル展「山本覚馬と妹、八重」  平成 24 年 5 月～ 
會津新選組記念館  「山本八重と鉄砲展」  通年 
白虎隊記念館  新島八重関連常設展示開催  通年 























これらの活動により，2013 年に 395 万人（前年比 134%）の観光客が訪れた。これ




































図 9－7 会津若松市の主な施設利用者の推移 
資料：福島県商工労働部資料をもとに筆者作成  
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写真 10－2 放映後に鶴ヶ城内に飾られた「八重の桜」の衣装 






















写真 9－3 放映後に建立された新島八重の像 
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第 10章 大河ドラマを活用した地域振興の類型 
 
第 1節 大河ドラマ放映を契機とした自治体の地域振興 
 
1．大河ドラマの舞台地となった自治体の活動 




















表 10－1 天と地と（1969）山梨県 
継続年 
活動内容 
1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 
大河ドラマ 
誘致活動 
          
武田信玄像建立           















表 10－2 武田信玄（1988）山梨県 
活動年 
活動内容 
1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 
大河ドラマ 
誘致活動 
          
ロケ地建設・活用 
（小淵沢町） 
          
物産品に命名           
山梨県内の各自
治体の活動 












表 10－3 琉球の風（1993前半）沖縄県 
活動年 
活動内容 
‘92 ‘93 ‘94 ‘95 ‘96 ‘97 ‘98 ‘99 ‘00 ‘05 ‘10 ‘15 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
             
ロケ地「琉球の
風」建設・活用 
             
地域住民の活動
の場 
             
物産品に命名 





























表 10－4 炎立つ（1993後半）岩手県江刺市（現：奥州市江刺区） 
活動年 
活動内容 
‘92 ‘93 ‘94 ‘95 ‘96 ‘97 ‘98 ‘99 ‘00 ‘05 ‘10 ‘15 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 





             
特産菓子 
「藤原四代」 
             
伝統芸能「鹿踊
り」の活発化 
             
蔵の町 















表 10－5 利家とまつ（2002）石川県 
活動年 
活動内容 
‘01 ‘02 ‘03 ‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘15 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
            

















表 10－6 武蔵 MUSASHI（2003）山口県 
活動年 
活動内容 
‘01 ‘02 ‘03 ‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘15 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
            
巌流島の整備             
武蔵と小次郎像
設置 
            
定期遊覧船開始 










そして，「義経北行伝説 1 万人誘客作戦事業」（2005 年 4 月～2006 年 3 月）が実施され，大
河ドラマ放映年の 2005年には，岩手県立博物館において「義経展～源氏・平氏・奥州藤原氏
の至宝～」が開催された。また，地域伝統芸能フェスティバル「杜の賑わい」（2005 年 6 月
3日）が催され，観光客の誘致に取り組んだ。さらに，JRが，SL奥州義経号 D51-498号機




表 10－7 「義経」（2005）岩手県 
活動年 
活動内容 






           




 2000 年代前半から岐阜県と協働し行っていた大河ドラマ誘致活動が結実し，2006 年の大
河ドラマが決定した。 






表 10－8 「功名が辻」（2006）高知県 
活動年 
活動内容 




     
 
    
博覧会開催            
 史跡公開        

















表 10－9 「風林火山」（2007）山梨県 
活動年 
活動内容 






          
ロケ地建設・活用 
（北杜市） 
          
博覧会開催 
























表 10－10 「篤姫」（2008）鹿児島県 
活動年 
活動内容 
‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
            
博覧会開催             





           
物産品に命名             
篤姫像建立 
            
高校生の観光客
迎え入れ活動 
            











表 10－11 天地人（2009）新潟県 
活動年 
活動内容 
‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
           
博覧会開催            





















表 10－12 龍馬伝（2010）高知県 
活動年 
活動内容 
‘08 ‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
          
博覧会開催           









表 10－13 八重の桜（2013）会津若松市 
活動年 
活動内容 
‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 
大河ドラマ 
誘致活動 
       
博覧会開催        
新島八重像建立        











表 10－13 大河ドラマを契機とした地域資源の観光整備 
年 次 大河ドラマ 整備内容 事業主体 
1969年 天と地と 武田信玄像の建立 山梨県行政 
1988年 武田信玄 ロケ地建設 山梨県小淵沢町 
1993年前半 琉球の風 ロケ地建設 沖縄県企業 
1993年後半 炎立つ ロケ地建設 岩手県江刺市行政 




2007年 風林火山 ロケ地建設 山梨県北杜市行政 
2008年 篤姫 篤姫像建立 指宿市住民 
2009年 天地人 戦国フィギュア設置 新潟県南魚沼市 
2010年 龍馬伝 博覧会会場設置 高知県行政 
2013年 八重の桜 新島八重像の建立 福島県会津若松市行政 





















表 10－14 地域振興に結び付く活動の分類 
分類 年次 大河ドラマ 活動内容 事業主体 





















炎立つ 伝統芸能の活発化に寄与 岩手県江刺市行政・住民 
2002年 利家とまつ まち歩き 石川県行政・住民 
2006年 功名が辻 博覧会開催 高知県行政 
2008年 篤姫 まち歩き 鹿児島県指宿市住民 
2008年 篤姫 高校生による迎え入れ活動 鹿児島県指宿市住民 
2008年 篤姫 学校教育での地域学習 鹿児島県指宿市住民 
2009年 天地人 まち歩き 新潟県南魚沼市行政・住民 





1988年 武田信玄 物産品に命名 山梨県企業 
1988年 武田信玄 自治体内の活動 山梨県内各行政 
1993 年
前半 
琉球の風 物産品に命名 沖縄県企業 
2002年 利家とまつ 博覧会開催 石川県行政 
2005年 義経 自治体内の活動 岩手県内各自治体 
2006年 功名が辻 史跡公開 高知県行政 
2007年 武蔵MUSASHI 博覧会開催 山口県行政 
2008年 篤姫 博覧会開催 鹿児島県行政 
2009年 天地人 博覧会開催 新潟県行政 
2009年 天地人 大河ドラマの人物を学習 新潟県南魚沼市行政 
2013年 八重の桜 博覧会開催 福島県行政 
2013年 八重の桜 史跡整備 福島県会津若松市行政 
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まことに恐縮ですが、ご協力くださいますようお願い申し上げます。             
長崎国際大学大学院 人間社会学研究科  
観光学専攻 修士課程 中村 容子 
１．性別をお答えください。              調査日 2010年 9月  日 
①男    ②女    
 
２．年齢はいくつですか？  
  ①10代  ②20代  ③30代  ④40代  ⑤50代  ⑥60代  ⑦70歳以上 
                 
３．どちらから来られましたか？ 
（        ）都・道・府・県（        ）区・市・町・村、外国（      ） 
 
４．どのような方と来られましたか？   
①一人  ②友人  ③家族  ④学校の団体  ⑤職場の団体  ⑥旅行会社のツアー  ⑦その他 
                                  
５．主にどのような交通機関を利用しましたか？（複数回答可） 
①自家用車  ②観光バス  ③高速バス  ④路線バス  ⑤JR  ⑥タクシー   
⑦飛行機   ⑧フェリー  ⑨路面電車  ⑩バイク   ⑪その他（      ） 
 
６．高知市の観光をどのようにして知りましたか？  
①以前に来たことがある  ②知人・家族の紹介  ③インターネット  ④パンフレット 
⑤テレビ          ⑥新聞・雑誌      ⑦ラジオ    ⑧その他（      ） 
 
７．何日滞在の予定ですか？ 
  ①日帰り  ②1泊 2日  ③2泊 3日  ④3泊 4日  ⑤4泊 5日以上 
 
８．高知城観光前後の高知市の訪問地（観光地）はどこですか？ 
①桂浜   ②龍馬の生まれたまち記念館   ③県立美術館  ④県立文学館 
⑤県立坂本龍馬記念館  ⑥牧野植物園  ⑦桂浜水族館  ⑧自由民権記念館   
⑨はりまや橋  ⑩横山隆一記念まんが館  ⑪日曜市  ⑫その他（      ） 
   
（  ）→（  ）→（  ）→（  ）→高知城→（  ）→（  ）→（  ）→（  ） 
 
９．これまで高知市に何回来られましたか？  
①初めて  ②2回  ③3回  ④4回  ⑤5回以上（        ）  
 
10．NHK大河ドラマ『龍馬伝』の放送は、今回あなたが高知市を訪れるきっかけとなりましたか？ 
   ①はい             ②いいえ 
 
11．高知市に再び来たいと思いますか？ 
①ぜひ来たい     ②機会があればまた来たい   ③来たくない    
 
12．高知市の観光で印象に残ったものは何でしょうか？具体的にお答えください。 
   （                                          ） 
 
13．高知市の観光の良好な点、改善すべき点をお答えください。 
   良好な点 
（                                          ） 
   改善すべき点 







                           長崎国際大学大学院 人間社会学研究科 
                           観光学専攻 修士課程 中村容子 
調査日 2010年  月  日 
１．性別 ①男性    ②女性             
 
２．学年（   ）年 
 
３．出身地はどちらですか？ 
（        ）都・道・府・県（         ）区・市・町・村，外国（      ） 
 
４．高知市内の以下の観光施設等を訪れたことがありますか？（複数回答可） 
①桂浜   ②龍馬の生まれたまち記念館   ③県立美術館  ④県立文学館 
⑤県立坂本龍馬記念館  ⑥牧野植物園  ⑦桂浜水族館  ⑧自由民権記念館   
⑨はりまや橋  ⑩横山隆一記念まんが館  ⑪日曜市  ⑫高知城  ⑬その他（      ） 
   
５．４の観光施設等で再び訪れたい場所はどこですか？上位３カ所を番号で答えてください。 
 1位：（       ）  2位：（        ）  3位：（         ） 
 
６．観光客に勧めたい高知市の観光施設等はどれですか？（複数回答可） 
①桂浜   ②龍馬の生まれたまち記念館   ③県立美術館  ④県立文学館 
⑤県立坂本龍馬記念館  ⑥牧野植物園  ⑦桂浜水族館  ⑧自由民権記念館   
⑨はりまや橋  ⑩横山隆一記念まんが館  ⑪日曜市  ⑫高知城  ⑬その他（      ） 
 
７．６で選択した理由を教えてください。（例：③シャガールのコレクションで有名だから） 
（                                            ） 
（                                            ） 
（                                            ） 
 
８．高知市観光の主な魅力はどこにあると考えますか？（複数回答可） 
①山  ②海  ③川  ④地域住民の人柄  ⑤歴史・文化  ⑥食べ物  ⑦町並み景観  
⑧その他（         ） 
 
９．高知市では主にどのような観光活動に取り組めば、観光客が増加すると思いますか？（複数回答可） 
 ①歴史観光   ②近代文化観光（漫画・アニメなど）  ③農山村観光（農業体験、ハイキング） 
 ④漁村観光（地引網・ホエールウォッチングなど） ⑤伝統文化観光（よさこい、祭りなど） 
 ⑥食文化観光（皿鉢料理、鰹のたたき、芋ケンピなど） ⑦その他（             ） 
 
                                     裏面に続きます。 
10．９で答えた代表的な例を挙げてください。（例：⑥アイスクリン） 
（            ） （            ） （            ） 
 
11．NHK大河ドラマ『龍馬伝』の放送で高知市を訪れる観光客は増加したと思いますか？ 




 ①はい   ②いいえ 






 ①はい   ②いいえ 
（                                            ） 
 
14．高知市観光の良好な点、改善すべき点をお書きください。 
 良好な点  
（                                            ） 
改善すべき点 
（                                            ） 
 
15．あなたが旅行をする主な理由は何ですか？（複数回答可、帰省を除く。） 
 ①気分転換  ②県外の友達の家へ遊びに行く  ③イベント・展覧会  ④本・マンガを読んで 















































                           長崎国際大学大学院 人間社会学研究科 
                           観光学専攻 修士課程 中村容子 
調査日 2010年  月  日 
１．性別 ①男性    ②女性             
 
２．学年（   ）年 
 
３．出身地はどちらですか？ 
（        ）都・道・府・県（         ）区・市・町・村，外国（      ） 
 
４．高知市内の以下の観光施設等を訪れたことがありますか？（複数回答可） 
①桂浜   ②龍馬の生まれたまち記念館   ③県立美術館  ④県立文学館 
⑤県立坂本龍馬記念館  ⑥牧野植物園  ⑦桂浜水族館  ⑧自由民権記念館   
⑨はりまや橋  ⑩横山隆一記念まんが館  ⑪日曜市  ⑫高知城  ⑬その他（      ） 
   
５．４の観光施設等で再び訪れたい場所はどこですか？上位３カ所を番号で答えてください。 
 1位：（       ）  2位：（        ）  3位：（         ） 
 
６．観光客に勧めたい高知市の観光施設等はどれですか？（複数回答可） 
①桂浜   ②龍馬の生まれたまち記念館   ③県立美術館  ④県立文学館 
⑤県立坂本龍馬記念館  ⑥牧野植物園  ⑦桂浜水族館  ⑧自由民権記念館   
⑨はりまや橋  ⑩横山隆一記念まんが館  ⑪日曜市  ⑫高知城  ⑬その他（      ） 
 
７．６で選択した理由を教えてください。（例：③シャガールのコレクションで有名だから） 
（                                            ） 
（                                            ） 
（                                            ） 
 
８．高知市観光の主な魅力はどこにあると考えますか？（複数回答可） 
①山  ②海  ③川  ④地域住民の人柄  ⑤歴史・文化  ⑥食べ物  ⑦町並み景観  
⑧その他（         ） 
 
９．高知市では主にどのような観光活動に取り組めば、観光客が増加すると思いますか？（複数回答可） 
 ①歴史観光   ②近代文化観光（漫画・アニメなど）  ③農山村観光（農業体験、ハイキング） 
 ④漁村観光（地引網・ホエールウォッチングなど） ⑤伝統文化観光（よさこい、祭りなど） 
 ⑥食文化観光（皿鉢料理、鰹のたたき、芋ケンピなど） ⑦その他（             ） 
 
                                     裏面に続きます。 
10．９で答えた代表的な例を挙げてください。（例：⑥アイスクリン） 
（            ） （            ） （            ） 
 
11．NHK大河ドラマ『龍馬伝』の放送で高知市を訪れる観光客は増加したと思いますか？ 




 ①はい   ②いいえ 






 ①はい   ②いいえ 
（                                            ） 
 
14．高知市観光の良好な点、改善すべき点をお書きください。 
 良好な点  
（                                            ） 
改善すべき点 
（                                            ） 
 
15．あなたが旅行をする主な理由は何ですか？（複数回答可、帰省を除く。） 
 ①気分転換  ②県外の友達の家へ遊びに行く  ③イベント・展覧会  ④本・マンガを読んで 
 ⑤テレビを見て  ⑥インターネットを見て  ⑦学習  ⑧食べ物  ⑨その他（      ） 
 
 
 
アンケートにご協力ありがとうございました 
 
